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２．市民協働の景観まちづくり方針 

【法第 8 条第 3 項】 

基本計画では、景観形成の基本理念や目標を踏まえた7つの基本方針を定めています。 

本計画では、基本計画の景観形成の基本方針に沿った“福島らしさ”の現れた景観の保全、 

創出を図るため、地域の特色を生かした市民協働による景観まちづくりに関する７つの方針 

について定めています。 

   景観まちづくりの推進に当たっては、市民・事業者・行政それぞれが「市民協働の景観 

まちづくり方針」を共有し、協働により取り組んでいくことが大切であることから、 

景観計画区域（市全域）において建築や開発行為などを行う場合は、市民協働の景観まち 

づくり方針に沿った景観形成に努める必要があります。 

 本市が考える「市民協働」とは、市民、自治会、町内会、ボランティア団体、NPO法人、 

事業者、企業など様々な主体と市が一緒になって、より良いまちづくりのために、対等の立場 

で連携し協調し合いながら行うまちづくり活動を想定しています。 

   したがって、一定の区域内の町内会や商店会などが母体となり、市民・事業者が団結する 

ことでより大きな力を発揮することができることから、地区の繋がりを更に強いものにして 

“みんなで守り、育む”仕組みづくりを行うことが大切となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

景観を市民共有の財産として認識し、景観まちづくり

活動に積極的に参画し、良好な景観の形成に努めま

す。 

事業活動の全般を通じて、景観まちづくりのために 

必要な措置を講じ、市の施策に協力するよう努めます。 

総合的な景観まちづくりの先導役として、推進体制の

確立、良好な景観の形成への誘導、市民・事業者に対

する啓発や支援を積極的に行います。 
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（１）豊かな自然を育む景観まちづくり 

 

 

 

 

 

■福島盆地を縁取る緑地を保全し、あるいは緑地を増やすことで豊かな自然環境の 

実現を目指しましょう。 

■福島盆地を潤す河川、湖沼などの水辺の空間を生かし魅力的な風景づくりに 

努めましょう。 

■〝くだもの王国“を象徴する果樹園や一面に広がる美しい稲穂の風景を維持 

しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜方針＞ 市民協働により、自然と調和し潤いと安らぎを感じさせる伝統的な福島
の原風景（自然・農業景観、田園景観、水辺景観など）を守り、育みます。 

図.福島市の主な景観構成要素（豊かな自然） 

松川の渓谷と周辺の自然 
（景観 100 選 No.17） 

阿武隈川の隈畔と船着場 
（景観 100 選 No.59） 

豊かな自然環境 

魅力的な水辺空間 

一面に広がる果樹畑 
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（２）居住環境に配慮した景観まちづくり 

 

 

 

 

■低層住宅地では、敷地内や通りに面し生垣などによる緑化を推進し、美しい居住 

 空間の形成に努めましょう。 

 ■中高層建築物が立ち並ぶ市街地では、近隣建物との調和を図り、低層部は快適な 

空間の形成を推進するなど、まちの魅力向上に努めましょう。 

     ■地区計画が決定された地区や景観住民協定が認定された地区では、定められた 

      ルールに沿った閑静な居住環境の維持、継承に努めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜方針＞ 市民協働により、地域への愛着と誇りが持て、周辺環境と調和のとれ
たゆとりや潤いのある居住環境を守り、育みます。 

図.福島市の主な景観構成要素（居住環境） 

祓川緑道と周辺の街並み 
（景観 100 選 No.57） 

パセオ 470 の石畳と周辺の街並み 
（景観 100 選 No.84） 

美しい居住空間 

快適な公共空間 

閑静な居住環境 
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（３）産業活動がつくりだす景観まちづくり 

 

 

 

 

 

     ■中心市街地では、通りや広場などの公共空間と一体となった、活気に満ち、魅力 

      あふれる街なみの形成に努めましょう。 

     ■店舗などが立ち並ぶ沿道商業地では、車窓からの目線を意識し、快適で魅力的な 

      景観の形成に努めましょう。 

■工業団地や工場などでは、周辺環境と調和し整然とした工業景観の形成に 

努めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜方針＞ 市民協働により、産業活動の場をより生き生きとしたものとします。 
魅力を高め、賑わいをもたらす商業景観、環境に調和し、潤いを 
もたらす工業景観を守り、育みます。 

図.福島市の主な景観構成要素（産業活動） 

魅力的な街なみ 

快適な 

沿道商業地 

整然とした工業景観 
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（４）拠点を特徴づける景観まちづくり 

 

 

 

 

■信夫山、あづま総合運動公園、郊外の大学周辺では、緑と文化・教養施設との 

 調和、あるいは市民共有の眺望に配慮し、安らぎをもたらす景観の形成に 

努めましょう。 

■温泉郷をはじめとする観光地では、歴史、伝統文化を重んじ、情緒あふれる観光 

地景観の形成に努めましょう。 

■官公署周辺では、道路、河川、公園などの公共空間と一体となった、快適で品格 

 のある景観の形成に努めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜方針＞ 市民協働により、地域の特性を生かし調和のとれた、魅力や品格 
ある景観を守り、育みます。 

図.福島市の主な景観構成要素（拠点） 

県立美術館・図書館と信夫山 
（景観 100 選 No.68） 

阿武隈川隈畔の桜と石垣 
（景観 100 選 No.30） 

安らぎのある景観 

情緒あふれる温泉街 

品格のある公共空間 
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（５）交通・河川軸に沿った景観まちづくり 

 

 

 

 

 

■車窓からの福島盆地特有の眺めを尊重し、快適で魅力的な景観の形成に 

努めましょう。 

■歩行者目線を考慮し、優しさを備えた通りの魅力向上に努めましょう。 

■福島盆地を潤す川辺では、水辺空間の形成や堤防の桜並木の保全など、水辺と 

一体となった魅力的な風景づくりに努めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜方針＞ 市民協働により、通りや水辺に接し魅力的な見通し景観の確保 
によって、視対象への配慮が感じられる景観を守り、育みます。 

図.福島市の主な景観構成要素（交通・河川軸） 

土湯峠から見た山並みと市街地 
（景観 100 選 No.78） 

摺上川の滑滝と周辺の岩肌 
（景観 100 選 No.16） 

車窓からの素晴らしい眺望 

魅力的な通り 

一体的な風景 
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（６）歴史資源を活用した景観まちづくり 

 

 

 

 

■歴史的な街なみや歴史的建造物の保全、再生、活用を推進し、地域の特徴を 

生かした歴史、伝統・文化の界隈形成に努めましょう。 

■屋敷林、古木などの身近な緑地を保全し、地域の資産として景観の形成に 

生かしましょう。 

■歴史資源の保全とともに伝統芸能や祭りの伝承に努め、地域の賑わいや彩りを 

 後世に継承しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜方針＞ 市民協働により、地域に根ざした伝統・文化を伝承し、歴史資源を 
保全し調和のとれた景観を守り、育みます。 

図.福島市の主な景観構成要素（歴史資源） 

医王寺の歴史的建物と杉並木 
（景観 100 選 No.90） 

清水観音と参道の杉並木 
（景観 100 選 No.37） 

伝統ある大波住吉神社の三匹獅子舞 
（景観 100 選 No.114） 

歴史的な界隈 

地域の資産 

地域の賑わい 
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（７）福島らしい眺望を守る景観まちづくり 

 

 

 

 

■“福島らしさ”の現れた吾妻連峰、信夫山、花見山などへの素晴らしい眺望に 

対して、視点場からの眺望の妨げとならないよう努めましょう。 

     ■吾妻連峰、信夫山、花見山などからの素晴らしい眺望を保全し、あるいは新たな 

      視点場の創出に努めましょう。 

     ■市民共有の眺望の妨げとなるような要素を改善するよう努めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜方針＞ 市民協働により、福島の誇りである山並みなどの市民共有の眺望を
大切にし、魅力を引き立てる景観を守り、育みます。 

図.福島市の主な景観構成要素（眺望） 

荒川桜づつみ河川公園と吾妻連峰 
（景観 100 選 No.1-7） 

吾妻連峰への素晴らしい眺望 

信夫山からの素晴らしい眺望 

花見山からの素晴らしい眺望 


